<インタビュー>『研究報告』の誕生 : 大川勇先生・奥田敏広先生に聞く(第20号記念特集) by 樋口, 梨々子
Title<インタビュー>『研究報告』の誕生 : 大川勇先生・奥田敏広先生に聞く(第20号記念特集)
Author(s)樋口, 梨々子
















































奥田 ただ、京大の学風からして、あまりにも 「業績作 り」にとらわれたアカデミソクなものは
避けたいという想いが、先生方やわれわれ院生の中にはあったんじゃない?


























奥田(笑)そ うそう、この前もその話をしていて… まあ雑誌諾 というのはいわば看板ぎか
らねえ。いずれにしても主任教授の平井先生はノータッチだったっけ?あ れ、どうだったかな。
僕たちから候補を持っていつたのか、先生方からいくっか呈示されたのかな?












奥田 最終的には平井先生の 「例えば 『研究報告』とかどう?」 というツルの一声で決定したん
じゃない?
大川 えつ、そうだった?い や、そうじゃないだろう… でも結局のところ 『研究報告』と
いう名前そのものは、どこから出てきたのだったのかな。
奥田 そのあたり曖昧だなあ。




























































































奥田 でもこうして見てみると 『研究報告』って20年 もよく続いたよね、話しているとこちら
も 「隔世の感」というか。何しろもう20年 も前のことだもんね …
これ以降も談話はまだまだ続き、気がつけば80分 が髄 特に終盤は現在の文学研究をめぐっ
て大変興味深いご意見をそれぞれが披露してくださいました。ただし、今回の趣旨である 『研究
報告』をめぐる話題からは若干内容が逸れるため、残念ではありますが割愛させていただくこと
にしました。
最後になりましたが、ご協力いただきました大川先生、奥田先生には改めて御礼申し上げます。
また私個人の感想にはなりますが、現在も真摯な態度で研究に励んでおられる先生方のお姿に直
接触れられたことは、たいへん貴重な経験となりました。
〔大川勇 京都大学大学院人間・環境学研究科助教欄
〔奥田敏広 京都大学大学院人間・環境学研究科助教授〕
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